
令和８年度 全国普通科高等学校長会 教育課程研究委員会 調査研究 全国アンケート 

 

○ 研究主題 

「学習指導要領実施上の教育課程の研究」 ～ 今日的な教育課題の解決に向けて ～ 

○ 調査事項 

Ⅰ 学習指導と生徒指導の一体化に係る取組 

Ⅱ 教科等横断的な視点を踏まえた学習活動の充実に係る取組 

 

○ アンケート調査内容 

 

貴校について 

 

 ① 所在する都道府県 

 ② 設置者 

  ア 国 

  イ 都道府県 

  ウ 市町村 

  エ その他 

 ③ 課程 

  ア 全日制普通科のみ 

  イ 定時制普通科のみ 

  ウ 通信制普通科のみ 

  エ 全日制普通科と定時制普通科の併設 

  オ 全日制普通科、定時制普通科及び通信制普通科の併設 

  カ 全日制普通科と専門学科又は総合学科の併設 

  キ 定時制普通科と専門学科又は総合学科の併設 

  ク その他 

 ④ 学校名 

 ⑤ 本年度の最終学年（年次）での大学・短大進学希望率 

  ア ９０％以上 

  イ ９０％未満７０％以上 

  ウ ７０％未満５０％以上 

  エ ５０％未満３０％以上 

  オ ３０％未満 

 

 

 



Ⅰ 学習指導と生徒指導の一体化に係る取組について 

生徒指導提要が改訂され、「授業は、全ての児童生徒を対象とした発達支持的生徒指導の場」

であることが改めて確認されるとともに、文部科学省通知「高等学校における多様な学習ニー

ズに対応した柔軟で質の高い学びの実現」において、「多様な学びの学習支援」が示されている

中、不登校傾向にある生徒に焦点を当て、各学校における今後の学習支援の一助とすべく調査

研究を行う。なお、ここでいう不登校傾向にある生徒とは、昨年度までに特別な理由がなく年間

30日以上欠席した、あるいは今年度年間 30日以上欠席が見込まれる生徒とする。 

 

 ⑥ 生徒指導提要の認知度について、最も当てはまるものを一つ選んでください。 

  ア 校内で全く認知されていない状況である 

  イ 管理職のみ認知している状況である 

  ウ 管理職及び各分掌のリーダーは認知している状況である 

  エ 生徒指導や生活支援を担当する分掌のメンバーまでは認知している状況である 

  オ およそ半数程度の教職員が認知している状況である 

  カ ほとんどの教職員が認知している状況である 

 ⑦ 貴校における不登校傾向にある生徒のおおよその人数をお答えください。 

  ア 10人以下 

  イ 11～50人 

  ウ 51～100人 

  エ 101人以上 

 

⑧ 生徒が「自分も一人の人間として大切にされている」と感じられるよう、自己肯定感（自

身を肯定的に捉える）や自己有用感（自身が認められたと感じられる）を育めるような授

業の工夫に関して、最も当てはまるものを一つ選んでください。 

  
ア 学校として、自己肯定感や自己有用感を育んでいくとの方針を明確に立てて授業を実

践している 

  イ 自己肯定感や自己有用感を育んでいくとの方針のもと授業を実践している教員がいる 

  ウ このようなことが校内で話題となることは全くといっていいほどない 

 
⑨ 設問⑧に関して、生徒の自己肯定感や自己有用感が育めるような授業の具体的な実践例が

ありましたら記載してください。 

 
⑩ 授業における、互いに認め合い・励まし合い・支え合える学習集団づくりを促進していく

工夫について、最も当てはまるものを一つ選んでください。 

  
ア 学校として、互いに認め合い・励まし合い・支え合える学習集団づくりを促進してい

くとの方針を明確に立てて授業を実践している 

  
イ 互いに認め合い・励まし合い・支え合える学習集団づくりを促進していくとの方針の

もと授業を実践している教員がいる 

  ウ このようなことが校内で話題となることは全くといっていいほどない 

 
⑪ 設問⑩に関して、互いに認め合い・励まし合い・支え合える学習集団づくりを促進してい

けるような授業の具体的な実践例がありましたら記載してください。 

  



 

⑫ 授業において、生徒に意見発表の場を提供したり、生徒間の対話や議論の機会を設けたり、

生徒が協力して調べ学習をする、実験する、発表する、作品を作る、演じるなどの取組を

積極的に進めたりする工夫について、最も当てはまるものを一つ選んでください。 

  
ア 学校として、そういった機会の創出や取組を積極的に進めていくとの方針を明確に立

てて授業を実践している 

  イ そういった機会の創出や取組を積極的に進めている教員がいる 

  ウ このようなことが校内で話題となることは全くといっていいほどない 

 

⑬ 設問⑫に関して、生徒に意見発表の場を提供したり、生徒間の対話や議論の機会を設けた

り、生徒が協力して調べ学習をする、実験する、発表する、作品を作る、演じるなどの取

組を積極的に進めている授業の具体的な実践例がありましたら記載してください。 

 
⑭ 授業において、生徒の個性が尊重され、安全かつ安心して学習できるように配慮すること

について、最も当てはまるものを一つ選んでください。 

  
ア 学校として、生徒の個性が尊重され、安全かつ安心して学習できるように配慮してい

くとの方針を明確に立てて授業を実践している 

  
イ 生徒の個性が尊重され、安全かつ安心して学習できるように配慮していくとの方針の

もと授業を実践している教員がいる 

  ウ このようなことが校内で話題となることは全くといっていいほどない 

 
⑮ 設問⑭に関して、生徒の個性が尊重され、安全かつ安心して学習できるように配慮してい

る授業の具体的な実践例がありましたら記載してください。 

 ⑯ 不登校傾向にある生徒の学習支援に関する課題について、自由に記載してください。 

  



Ⅱ 教科等横断的な視点を踏まえた学習活動の充実に係る取組について 

各学校で求める資質・能力を育成するためには、総合的な探究の時間を教育課程の中核に据

えて、学習の効果の最大化を図るカリキュラム・マネジメントを確立することが大切である。こ

のことに関して、カリキュラム・マネジメントの三つの側面のうちの一つである教育内容を教

科等横断的な視点で組み立てるという点について、学習活動という観点からその実施状況を調

査することにより、教科等横断的な学びの在り方を明らかにするための調査研究を行う。 

 

 
⑰ 学校として、生徒にどのような資質・能力を育むことを目標として設定しているか、記載

してください。 

 
⑱ 生徒に身に付けさせたい資質・能力を育むために教科等横断的な視点を踏まえた学習活動

に取り組んでいますか。最も当てはまるものを一つ選んでください。 

  ア 全ての教科・科目及び総合的な探究の時間で取り組んでいる 

  イ 取り組んでいる教科・科目（総合的な探究の時間を含む）がある 

  ウ 取り組んでいる教員がいる 

  エ 取り組んでいない（設問㉕へ） 

 
⑲ 教科等横断的な視点を踏まえた学習活動の充実に向け、どのような工夫等をしていますか。

（複数回答可） 

  ア 教育課程編成上の工夫 

  イ 総合的な探究の時間における工夫 

  ウ 各教科・科目における工夫 

  エ 校内研修会等の実施 

  オ その他 

 ⑳ 設問⑲に関して、具体的な実践例がありましたら記載してください。 

 
㉑ 教科等横断的な視点を踏まえた学習活動の充実に向けた校内組織（グループ等）について

回答してください。 

  ア 所管する分掌等がある 

  イ 学年ごとの取組になっているなど、特に所管する分掌等はない 

 
㉒ 教科等横断的な視点を踏まえた学習活動の充実に係る取組の成果の普及・共有の実績につ

いて回答してください。（複数回答可） 

  ア 学校のホームページ等による情報発信 

  イ 成果発表会の開催（又は参加） 

  ウ 公開研究授業の開催 

  エ その他 

 ㉓ 設問㉒に関して、エ その他と回答した場合、具体的な内容を記載してください。 

 
㉔ 教科等横断的な視点を踏まえた学習活動の充実の取組により、教職員にどのような変容が

見られたか、記載してください。 

 
㉕ 教科等横断的な視点を踏まえた学習活動（の充実に向けた取組）を推進する上での課題を

記載してください。 

 


